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ミラボー『モーゼス・
メンデルスゾーンに
ついて』（1787年）
をめぐって



「ユダヤ人問題」をめぐるドイツ啓蒙と
フランス革命の接点
―ミラボー『モーゼス・メンデルスゾー
ンについて』（1787年）をめぐって

18世紀のフランスで、波乱に満ちた生涯を生き、
フランス革命の初期に中心的な役割を担ったミラボー
伯爵（1749-1791年）。国民から絶大な人気を集め、
国民議会の演説での雄弁さやその風貌から「獅子」の
異名をとったが、死後に暴露されたルイ十六世との秘
密書簡によりその人気は急速に衰えてしまう。とはい
え、早すぎた彼の死がもう少し遅れていたら、フラン
ス革命も別の道をたどったかもしれないとも言われる
人物である。

このミラボーが、18世紀ドイツ啓蒙思想の、とり
わけユダヤ人の解放という文脈では主導的な役割を果
たした哲学者モーゼス・メンデルスゾーンについて著
した著作がこれである【１】。



【１】 ミラボー『モーゼス・メンデルスゾーンについて、ユダヤ人の政治的
改革について、とりわけ英国において1753年に彼らのために試みられた
革命について』
フランス革命初期の国民議会では主導的な役を担ったミラボー伯爵が、
ドイツのユダヤ人哲学者モーゼス・メンデルスゾーンを中心に、ドイツやイ
ギリスにおけるユダヤ人解放の議論を整理しフランスへと紹介した著作。
ドイツ啓蒙主義の思想的成果をもとに、フランスにおけるユダヤ人の全
面的解放（1791年）を準備した。

ただし、この著作について一言でまとめるなら、
これは、後述する意義にもかかわらず、二重、三
重に忘れ去られた著作と言わねばならないかもし
れない。一方で、ミラボーについて書かれた内外
の伝記においては、ほとんどこの書物には触れら
れず、言及されるとしても一言程度にとどまって
いる。また、フランスのユダヤ人の歴史を概観し
た歴史書においても、革命期におけるユダヤ人の
解放の代弁者といえばまずもってアベ・グレゴ
ワールであり、ミラボー、とくにそのメンデルス
ゾーン論については詳しい言及はまれである。他
方で、同著の主役モーゼス・メンデルスゾーンに
ついてもまた―カントが『啓蒙とは何か』のなか
で先を越されたと漏らすほどの思想家だったのだ
が―、今日では、孫の作曲家フェリックス・メン
デルスゾーンの名声に比べれば、ほとんど顧みら
れる機会をなくしてしまっているのだ。
しかし、この埋もれた著作は、こうした評価の

低さとは逆に、その時代状況に置き直してみると
きわめて大きな意義を有するものだったように思
われる。



フランス革命に先立つ時期の18世紀のフランス
啓蒙思想は、意外なことに、ユダヤ人問題につい
てはほとんど関心を示していなかった。ヴォル
テールのユダヤ嫌いは置くとして、モンテス
キューもルソーもディドロもユダヤ人の境遇に対
して積極的に弁護を引き受けようとしたわけでは
ない。「18世紀の最後の四半世紀にいたるまで、
フランスには全体としてユダヤ人問題はなかっ
た」という評価もあながち間違ってはいないので
ある。こうした状況は、18世紀のフランスではユ
ダヤ人の人口が少なかったことに一因があるだろ
う。当時のフランスの全人口2600万に対し、ユダ
ヤ人の人口はアルザス・ロレーヌ地方や、ボル
ドー、アヴィニョンを中心に4万人程度であった。
そのなかで、生活に厳しい制約を課せられ困窮に
あえぐユダヤ人共同体という姿は、18世紀フラン
スの啓蒙の哲学者たちの目にはあまり止まらな
かったのかもしれない。

しかし、こうしたフランスにおけるユダヤ人問
題の不在は、その後の歴史的転換を考えてみると
奇妙な印象を与える。1791年9月、国民議会はユ
ダヤ人解放令を出し、これによってユダヤ人に対
して平等に政治的権利が付与されることになるの
だが、ユダヤ人問題についての議論がフランス以

上に活発であった他のヨーロッパ諸国に先駆けて、
なぜフランスにおいて突如としてこの政治的「解
放」が可能になったのか。この問題についてはこ
れまでも多くの議論があるが、なかでもライン川
の向こうで、すこし先の時代からユダヤ人の解放
をめぐる議論がきわめて活発に展開されていたこ
との影響はけっして小さいものではあるまい。た
だ、だとしても、ドイツ啓蒙主義が思想的に準備
していたものが、当のドイツではなく―ドイツに
おいてユダヤ人の「解放」が実現するのは1871年
である―、政治的にはフランスにおいてその完成
を見たのはどうしてか。こうした問いを念頭に置
きながら、次にドイツの事情を振り返ってみよう。

【２】 モーゼス・メンデルスゾーン『形而上学的学問における明証
性について』
メンデルスゾーンの出世作。1763年のベルリン科学アカデミーの懸
賞論文でカントを制して一位を獲得した。



18世紀のドイツでは啓蒙思想の勃興に合わせ、普遍的人間性という旗印のもと、
ユダヤ人に対する偏見を取り除き、社会的、文化的、そして政治的に解放するとい
う機運が高まっていた。その中心的な旗振り役の一人であったレッシングは、1749
年に戯曲『ユダヤ人』を著すが、そこで自らが描いた教養と徳のあるユダヤ人とい
う理念型の生きた姿を、そのすぐ後に実際に見いだすことになる。デッサウ生まれ
のユダヤ人哲学者モーゼス・メンデルスゾーンである。レッシングがその後友情を
築きあげ『賢者ナータン』のモデルとしても取り上げたこの哲学者は、ユダヤ人と
して近代の哲学の舞台に登場した初めての人であった。1763年のベルリン科学アカ
デミーの懸賞論文ではメンデルスゾーンの『形而上学的学問における明証性につい
て』【２】がカントを制して一位を獲得し、その後のプラトンを模した『パイドン あ
るいは霊魂の不死性について』（1767年）はたちまちのうちに版を重ね、数か国の
言語に翻訳されることになった。またレッシングの死後、メンデルスゾーンがヤ
コービとのあいだで繰り広げられた「スピノザ論争」ないし「汎神論論争」は、啓
蒙思想から観念論あるいはロマン主義への転換を促すものでもあったのだ。だが、
それ以上に、モーセ五書および詩篇をヘブライ語から近代ドイツ語へと翻訳したメ
ンデルスゾーンは、中世のマイモニデスを引き継ぎ「ベルリンのモーセ」の異名を
とった「近代ユダヤ教の父」であった。とりわけ彼の宗教哲学の主著である『イェ
ルサレム あるいは宗教的権力とユダヤ教について』（1783年）【３】は、「ユダヤ教
の哲学を近代空間において練り上げる初の試み」としてその後のユダヤ思想にとっ
て決定的な役割を果たしたのである。啓蒙の普遍主義的理念とユダヤ教の伝統との
両立が可能であることを説いたこの書は、しかし同時に、西洋近代におけるユダヤ
人の歴史の錯綜的行程のはじまりを告げるものでもあった。メンデルスゾーンが体
現していたユダヤ的啓蒙における「ゲットーの外へ」というモットーは、ユダヤ人
への政治的・市民的権利の付与による「解放」へと通じる一方で、ユダヤ人が西洋
近代へと「統合」・「同化」し、ユダヤ人としての歴史的・社会的アイデンティ
ティの喪失を促進するという矛盾した結果をもたらすものでもあったのだ。若きハ
ンナ・アレントが描いた、ユダヤ人女性ラーヘル・ファルンハーゲンにおける「自
らのユダヤ性から逃れ」ようとする苦悩は、この時期のユダヤ人のジレンマを体現
するものであった。

【３】 モーゼス・メンデルス
ゾーン『イェルサレム ある
いは宗教的権力とユダヤ教
について』

近代ユダヤ思想の父とも言
うべき「ベルリンのモーセ」、
メンデルスゾーンの宗教哲
学の主著。普遍主義的啓蒙
思想とユダヤ教の伝統的思
想との両立が可能であるこ
とを説き、ユダヤ人の解放を
促進した。



【４】 ミラボー『フリードリヒ・ヴィルヘルム二世に宛てた書簡』
ミラボーがユダヤ人問題に関心を抱く1786年のプロシア訪問を
契機として、「啓蒙君主」フリードリヒ大王の後を継いだフリードリ
ヒ・ヴィルヘルム二世に宛てて書いた書簡。ここにすでにユダヤ
人の解放を求める助言が見られる。

ところで、それまでユダヤ人とほとんど接点のなかった
ミラボーが「ユダヤ人問題」に目覚めたきっかけは、
1786年のプロシア訪問にあるように思われる。折しも
モーゼス・メンデルスゾーンを失ったばかりのベルリン
では、ラーヘル・ファルンハーゲンのそれをはじめとす
るベルリン・サロンを中心に、このユダヤ人哲学者の名
声はかつてないほど高まっていた。そこで後述のドーム
や、マルクス・ヘルツといったメンデルスゾーンのいわ
ば弟子たちと出会い、ユダヤ人問題の意義に触れたミラ
ボーは、啓蒙の時代の寵児ゆえの理性への信仰と人間主
義とによって、この問題に敏感に反応していくことに
なった。プロシア滞在を契機に執筆した、「啓蒙君主」
フリードリヒ大王の後を継いだフリードリヒ・ヴィルヘ
ルム二世に宛てた書簡（1787年）【４】や、『プロシア君
主制論』（1788年）において、ミラボーはさっそくユダ
ヤ人に平等な社会的・政治的権利を与えることの必要性
を説いていたが、ドイツで仕入れた知見に基づくこの自
説をフランスの読者に向けて展開するものこそが、この
『モーゼス・メンデルスゾーンについて』（1787年）で
あったわけである。



ただし、ミラボーの著作のタイトルは、正式
には『モーゼス・メンデルスゾーンについて、
ユダヤ人の政治的改革について、とりわけ英
国において1753年に彼らのために試みられた
革命について』というものであり、メンデル
スゾーンのみが対象となっているわけではな
い。具体的には、この著作は、おおよそこの
表題が告げるとおり、以下の五部からなる。
66頁にわたる序文のあと、１）58頁がメンデ
ルスゾーンに、２）33頁がクリスティアン・
ヴィルヘルム・ドームの著書『ユダヤ人の市
民的改善について』に、３）18頁が1753年
のイギリスのユダヤ人帰化法に、４）そして
最後の21頁が「ミヒャリス氏ほかへの反論」
に割かれている。ただし、この構成は、ミラ
ボーが雑多な覚書を集めて編んだものという
ことではなく、一貫した主題に従ったもので
ある。それぞれについて簡単に概要を確認し
ていこう。

【５】 ミラボー『モーゼス・メンデル
スゾーンについて』各パートの冒頭
ページ



比較的長い序文ではチューリヒの神学者ヨハン・カス
パール・ラーファーターをめぐって、ミラボーがこれまで
自身に寄せられた批判に答えている。この時代、自らの著
書の序文に、本論の導入というよりは、別の著者について
の献辞を書いたり、批判を展開したり、あるいは批判に対
して反論したりという形式をとることは珍しくなかったの
だろう。ミラボーは、このラーファーターをそうとう嫌悪
していたらしく、1786年に書かれたある書簡のなかで【６】、
すでにラーファーターを批判する文章を書いていたのだが、
これに対して寄せられた反論に逐一答えるのがこの序文に
あてがわれた役割である。だがこのことは本題とは無関係
ではない。実は、このラーファーターとは、博物学者シャ
ルル・ボンネの『転生論』（1769年）のドイツ語への翻訳
者でもあったのだが、このドイツ語訳の序文において、メ
ンデルスゾーンを称えつつ、彼にキリスト教への改宗を
大っぴらに要求した人物なのである。もちろん、メンデル
スゾーンはそれに対する公開の返答書簡においてこの要求
を断固として拒否した。「私の宗教、私の哲学、私の身分
こそが、あらゆる宗教的な争論をさけ、あらゆる人間に
とって等しく重要な真理のみを著作のなかで語るための
もっとも強い動機を与えるのだ」と宣言し、ユダヤ教への
結びつきを明確に述べるのである。この公開討論は、こう
してメンデルスゾーンがユダヤ教の擁護論に積極的に関与
する契機となるのだが、その反響は即座にフランスにも伝
わった。メンデルスゾーンの著書『パイドン あるいは霊
魂の不死について』の仏訳（1770年）の序文には、この返
答書簡が載せられている。ミラボーもこれを読んだのだろ
う。『メンデルスゾーンについて』においてもここから数
頁にわたる引用を行なっている（29-35頁）。

【６】 ミラボー『カリオストロ氏およびラーファーター氏に
ついて某氏に宛てた書簡』
公開書簡においてメンデルスゾーンにキリスト教の改宗
を勧め、「ラーファーター論争」を巻き起こした人物につ
いてのミラボーの書簡。『メンデルスゾーンについて』序
文は、この書簡に対する反論に再反論している。



「なんら資産も持たずに生まれ、貪欲な群衆のた
だなかに自然によって放り出された一人の男が
〔…〕、今世紀ドイツに生まれたもっとも偉大な
著述家たちと同じ地位にまで登りつめた」（1頁）
という印象的な書き出しで始まる第一部のメンデ
ルスゾーンに関する章は、この「近代のプラト
ン」とも称される哲学者の生涯および著作の概略
を提示することを目的としている。1729年のその
生誕からはじまり、レッシングとの交友関係、
『感性論』（1755年）、『パイドン』（1767
年）、さらに『イェルサレム』（1783年）を経て
『暁―神の存在についての講義』（1785年）にい
たるその著作の概要、さらに最晩年のヤコービと
の論争すらも紹介している―ちなみに、その途中
に見られる「フランスにおいてはあまり知られて
いないケーニヒスベルクの哲学教授カント氏」に
ついての注は（41頁）、フランスにおけるカント
受容の最初期のものの一つである。

【７】 ミラボー『モーゼス・メンデルスゾーンについて』1頁



だが、本書の関心からすると、近代の啓蒙
思想とユダヤ教の両立を説く『イェルサレ
ム』の議論こそがもっとも重要な位置を占め
るべきものだろう。メンデルスゾーンについ
てはすでにフランスでもその名は知られてい
たが、この『イェルサレム』を「ヨーロッパ
のあらゆる言語に翻訳されるに値する」（28
頁）ものとしてフランスの読者に知らしめた
点にこそ、ミラボーの著作のもっとも大きな
意義があるはずだった。ただし、それが持つ
普遍的な意義―「かくも普遍的、かくも大き
く、かくも繊細にしてかくも困難な利点」
（23頁）―を強調するためにミラボーがとっ
た方策は、この書の哲学的内容を開陳すると
いうよりも、その同時代的な意義を指摘する
ことにあった。とりわけ（あるいはミラボー
は哲学的議論には不慣れだったのかもしれな
いが）『イェルサレム』の内容に具体的に触
れるのではなく、ジェファーソンが起草した
「ヴァージニア信教自由法」（1786年）およ
びブルボン王朝の財相を務めた自由主義的な
経済学者テュルゴーによる宗教的寛容につい
ての所見を引用し、ここにメンデルスゾーン
の理論が具現化されていることを強調するの
である。

【８】 ミラボー『モーゼス・メンデルスゾーンについて』27頁
ヴァージニア信教自由法およびテュルゴーへの言及がみ
える。



だが、ミラボーの関心は、哲学的議論よりは、その実践的な応用にあったように思われる。これこそが、本
書第二部の主題である、メンデルスゾーンの影響を受けたクリスティアン・ヴィルヘルム・ドーム（1751-
1820年）の著作『ユダヤ人の市民的改善について』が果たす役割である。ドームのこの著書の由来は興味深
い。1777年、アルザス地方において、ユダヤ人の高利貸しに対する抗議運動が勃発する。二年後、フランソ
ワ・ヘルという判事が、キリスト教やキリスト教徒に対するユダヤ人の犯罪を詳述する『アルザスのユダヤ
人による目下の事件についての一アルザス人の所見』（1779年）を公刊し、反ユダヤ主義的な議論を展開し
た。こうした動きに対して、アルザスのユダヤ人共同体の指導者であったセール・ベール（1726–1794
年）の求めに応じて、メンデルスゾーンは、反ユダヤ主義的な中傷に反駁し、ユダヤ人の解放を訴える著作
の執筆を―こうした著作は、非ユダヤ人、すなわちキリスト教徒が書いたほうがより説得力を増すと考えた
ためであろう―若きプロシア官僚であったドームに委ねる。1781年に出版された『ユダヤ人の市民的改善に
ついて』がそれである。ユダヤ人を偏見から解放し、平等な市民的権利を付与することの利点を述べたこの
著作は、ユダヤ人の解放をめぐる当時の議論においてきわめて位置を占めることになった。単に啓蒙思想の
博愛主義に基づいてユダヤ人の大義に寄り添うばかりではなく、プロシア官吏として、ユダヤ人の解放がい
かに近代国家にとっても「有益」かを説くものでもあったからである。その影響力ゆえに、すぐさま翌年に
もこの書の仏訳がドイツのデッサウで公刊されることになる。しかし、この著作は、フランスにおいては検
閲によって出版許可が得られず、著作そのものとしてはフランスでは日の目を見ることはなかった。実のと
ころ、ミラボーの著作の第二部は、ドームの『ユダヤ人の市民的改善について』の紹介というより、ほとん
どがその抄訳と言うべきだが、この点もこうした出版事情を考慮すると、その意義は決して小さいものでは
ない。高名なドームがいかなる議論をしているかを知るには、このミラボーの著作にあたらねばならなかっ
たからである。

【９】 ミラボー『モーゼス・メンデルス
ゾーンについて』59頁（第2部冒頭）



他の部がすべてドイツを対象としているのに
対し、第三部のイギリスの「ユダヤ人帰化
法」に関する箇所は、一見すると収まりが悪
い印象を与える。このイギリスの法律は、
1753年に発布され、イギリス国外で生まれた
ユダヤ教徒が洗礼を受けることなくイギリス
に帰化できることを定めたものであった。発
布自体はスムーズに行われたが、しかし発布
されるやいなや激しい世論の反対にあい、こ
の法律は翌年に破棄されることになる。ミラ
ボーは、他のヨーロッパ諸国に先駆けて実現
したように見えたユダヤ人の寛容の萌芽が、
こうしてすぐさま摘み取られてしまった背景
を探るために、この法律に関する論争をそれ
ぞれ確認する。自分たちの利益のみを追求す
るユダヤ人たちの帰化を認めたらイギリスの
商業は大きな被害を受けるのではないか、祖
国に忠誠心を持たない異邦人が増えることで
国家に害がもたらされるのではないかといっ
た反対派の主張や、逆にその経済的な利益を
強調する賛成派の主張、さらにはモーセ以来
の自らの特殊的な宗教教義が弱体化されてし
まうというユダヤ人共同体からの反対意見に
いたるまでミラボーは目を配っている。あた
かも、フランスにおいて今後ユダヤ人の解放
が議論された際に問題となりうる諸点を、イ
ギリスの経験に照らして先取り的に総覧しよ
うとするかのようにである。

【１０】 ミラボー『モーゼス・メンデルスゾーンについて』92頁（第3
部冒頭）



続く第四部の「ミヒャエリス氏ほかの反論」も同
じ観点から読まれるべきであろう。ヨハン・ダー
フィット・ミヒャエリス（1717-1791年）は、
『モーセの律法』（1770–1775年）【11】の著者
として名高いプロテスタントの聖書学・ユダヤ学
者だが、同時に、一貫してユダヤ人解放に反対す
る立場の論陣を張っていた人物―ミラボーの言葉
を借りれば、「ユダヤ人の大義に対する最も手ご
わい敵対者」（110頁）―である。ミヒャエリス
は、すでにレッシングの戯曲『ユダヤ人』に対し
ても、そこで描かれる理想的なユダヤ人など現実
には存在しないのではないかと疑義を呈していた
が、ドームの『ユダヤ人の市民的改善について』
に対してもっとも声高に主張したのも彼であった。
ミヒャエリスは、中世以来の反ユダヤ主義的な考
え方を踏襲しつつ、旧約聖書で語られるモーセの
律法、孤立した流浪の民としてのユダヤ民族とい
う特殊な伝統的考えそのものが、ユダヤ人の解放
不可能にしているのだとする。ユダヤ民族はその
特殊性ゆえに西洋社会へと定着することができな
いのであり、人間愛などによってそれに権利を与
えるのは不正義であると言うのである。これに対
してミラボーはメンデルスゾーンおよびドームに
よるミヒャエリスへの反論も堅実に抑えている。
ミラボーがドームの言葉としている「ユダヤ人に
祖国を与えよ。さすれば彼らは自らの祖国を愛す
るだろう」という文句は、おそらくミラボー自身
のものであったのかもしれない。

【11】 ヨハン・ダーフィット・ミヒャエリス『モーセの律法』第1巻
プロテスタントの高名な聖書学・ユダヤ学の学者の主著。ユダヤ人の
解放に反対する–陣営の論敵として、レッシング、メンデルスゾーン、
ドームそれぞれに激しい批判を浴びせた。ミラボーの『メンデルスゾー
ンについて』最終章は、このミヒャエリスの議論に宛てられている。



とすると、ミラボーの著作は、単なるモーゼス・
メンデルスゾーンの紹介に終わるものではまった
くない。ユダヤ人の解放の思想的支柱をメンデル
スゾーンに求め、その実践的な必要性をドームに
語らせ、さらにユダヤ人の解放についてはどのよ
うな反論がありうるか、ありえたかをイギリスか
らドイツにいたるまで収集してくることによって、
来たるべきフランスにおけるユダヤ人の解放に向
けて、先行する議論を包括的に紹介し、論点を整
備するものだったということが言えるだろう。ミ
ラボーのこの著作が口火を切るかのように、フラ
ンスではユダヤ人の解放をめぐる議論が加速する。
マルゼルブがルイ十六世の命により「ユダヤ人問
題研究委員会」（1788年）を組織し、またメッ
スのアカデミーが募集したユダヤ人問題について
の懸賞論文として、アベ・グレゴワールの『ユダ
ヤ人の身体的、道徳的、政治的更生についての試
論』（1789年）をはじめいくつかのユダヤ人解
放の擁護論が公刊されることになるのだ。マルゼ
ルブはミラボーの著作を読み、さらなる助言を請
うたという。1791年4月にその短い生を終えて
しまったミラボーは、待ち望んだユダヤ人の解放
が同年9月28日に実現することをその目で見るこ
とはできなかった。しかし、この解放をめぐる問
題が、ドイツで思想的に理論化され、フランスで
具体的な一つの返答を得たのだとすれば、ミラ
ボーは、その両者、ドイツ啓蒙思想とフランス革
命とを結ぶ紐帯の役割を確かに果たしていたので
ある。

【１2】 ミラボー『モーゼス・メンデルスゾーンについて』110頁（第4
部冒頭）



最後にこうした問題の「現代性」についても触れてこの文章を閉じよ
う。ミラボーのこの著作もその一翼を担ったフランス革命期のユダヤ
人の政治的解放によって、それまで一つの特殊な民族を構成するもの
として見られていた「ユダヤ人（Juif）」は、ユダヤ教を信仰するフ
ランス市民（Israélite）へと転換することになった。「ユダヤ人」と
してではなく「フランス人」として平等な政治的権利が保障されるの
である。国民議会でのクレルモン・トネールの「民族としてのユダヤ
人にはすべてを拒否するが、個人としてのユダヤ人にはすべてを与え
る」という有名な文句は、フランス共和国のライシテの原則を如実に
言い表していたと言えるだろう。だが、第二次大戦あるいは「ショ
アー」以降、イスラエルの建国、独立した北アフリカ諸国からのユダ
ヤ人の大量移入、第三次および第四次中東戦争などを経て、巨大化し
たフランスのユダヤ人共同体は、新たな展開を見せる。これまでの
「フランス・ユダヤ人」モデルには飽き足らず、「共同体論」的とも
形容しうる「ユダヤ人（Juif）」アイデンティティを再び積極的に主
張するようになるのである。そして、そのもっとも強力な主唱者は、
とりわけメンデルスゾーンをやり玉に挙げ、彼が体現していた啓蒙思
想の普遍主義こそが、「西洋」への参入と裏腹に、ユダヤ教の伝統的
価値を損なうものだとし、明白に啓蒙思想の遺産、とりわけユダヤ人
の解放という理念自体の問い直しを掲げるのである。フランスのユダ
ヤ人社会における「共同体論」的趨勢は、2000年代に入っても、パ
レスチナ情勢の激化やイスラム主義の可視化に比例するかたちでます
ます強まっている。現在のフランスにおける「ライシテ」は、ユダヤ
人社会からも揺さぶりをかけられているのである。

こうした状況にあって、そもそもユダヤ人の解放は、その黎明期にお
いてどのような背景のもと、どのようなかたちで理論化されていたの
か、そこでは何が賭けられていたのか、こうしたことについてもう一
度考えてみるとき、この書物は不可欠な参照項をなしているだろう。



【１】 Mirabeau, Sur Moses Mendelssohn, sur la reforme politique des Juifs, et en particulier sur la révolution tentée en 
leur faveur en 1753 dans la Grande Bretagne, 1787 [Franklin 1405]
【２】 Moses Mendelssohn, Abhandlung über die Evidenz in metaphysischen Wissenschaften, 1764 [Soda Ab 582]
【３】 Moses Mendelssohn, Jerusalem, oder, über religiöse Macht und Judentum, 1783 [貴J 470]
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【５】 Mirabeau, Sur Moses Mendelssohn, op.cit., pp. [1], 1, 59, 92, 110.
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